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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月31日(2011.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶接ワイヤを送給すると共に、交流溶接電流を通電して溶接する交流パルスアーク溶接
制御方法において、
　電極プラス極性ピーク期間中は臨界値以上の電極プラス極性ピーク電流を通電し、続け
て電極マイナス極性ピーク期間中は臨界値以上の電極マイナス極性ピーク電流を通電し、
続けて電極マイナス極性ベース期間中は臨界値未満の電極マイナス極性ベース電流を通電
し、これらの通電を１周期として繰り返して溶接を行う、
ことを特徴とする交流パルスアーク溶接制御方法。
【請求項２】
　前記電極マイナス極性ピーク期間及び／又は前記電極マイナス極性ベース電流を調整す
ることによって電極マイナス極性電流比率を変化させる、
ことを特徴とする請求項１記載の交流パルスアーク溶接制御方法。
【請求項３】
　前記電極マイナス極性ベース期間と前記電極プラス極性ピーク期間との間に電極プラス
極性ベース期間を設け、この電極プラス極性ベース期間中は臨界値未満の電極プラス極性
ベース電流を通電する、
ことを特徴とする請求項１記載の交流パルスアーク溶接制御方法。
【請求項４】
　前記電極マイナス極性ピーク期間、前記電極マイナス極性ベース期間又は前記電極マイ
ナス極性ベース電流の少なくとも１つ以上を調整することによって電極マイナス極性電流
比率を変化させる、
ことを特徴とする請求項３記載の交流パルスアーク溶接制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上述した課題を解決するために、第１の発明は、
溶接ワイヤを送給すると共に、交流溶接電流を通電して溶接する交流パルスアーク溶接制
御方法において、
　電極プラス極性ピーク期間中は臨界値以上の電極プラス極性ピーク電流を通電し、続け
て電極マイナス極性ピーク期間中は臨界値以上の電極マイナス極性ピーク電流を通電し、
続けて電極マイナス極性ベース期間中は臨界値未満の電極マイナス極性ベース電流を通電
し、これらの通電を１周期として繰り返して溶接を行う、
ことを特徴とする交流パルスアーク溶接制御方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第２の発明は、前記電極マイナス極性ピーク期間及び／又は前記電極マイナス極性ベー
ス電流を調整することによって電極マイナス極性電流比率を変化させる、
ことを特徴とする請求項１記載の交流パルスアーク溶接制御方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第３の発明は、前記電極マイナス極性ベース期間と前記電極プラス極性ピーク期間との
間に電極プラス極性ベース期間を設け、この電極プラス極性ベース期間中は臨界値未満の
電極プラス極性ベース電流を通電する、
ことを特徴とする請求項１記載の交流パルスアーク溶接制御方法である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　第４の発明は、前記電極マイナス極性ピーク期間、前記電極マイナス極性ベース期間又
は前記電極マイナス極性ベース電流の少なくとも１つ以上を調整することによって電極マ
イナス極性電流比率を変化させる、
ことを特徴とする請求項３記載の交流パルスアーク溶接制御方法である。
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